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子ども科学工作教室

場所 ： 益城町交流情報センター内 視聴覚室
時間 ： 午前10時～正午（受付 午前9時30分～）
対象者 ： 幼児～小学生（但し、幼児の場合は保護者同伴）
定員 ： 20名（先着順・要予約）
参加費 ： 無料
製作内容： 紙飛行機、ストロートンボ、ブーメラン、ストローグライダー
持参物 ： 工作物を持ち帰る為の手提げ袋

5/29
（日）
開催身近にあるもので、おもちゃを作って飛ばしてみよう！

まちサポ主催イベント情報

6/22
（水）
開催

Zoom体験会

場所 ： 益城町交流情報センター内 視聴覚室
時間 ： 午後1時30分～午後3時30分（受付 午後1時～）
対象者 ： パソコンの基本操作ができる方

（パソコンの立ち上げや文字の入力など）
定員 ： 12名（先着順・要予約）
参加費 ： 無料
持参物 ： なし ※パソコンはまちサポで用意いたします。

ネットを通じで遠隔地の人とコミュニケーションが行える「Zoom」
『興味があるけれど、一人で始めるのは不安』
『リモート会議に参加できるようになりたい！』など・・・どんな方でもOK！
まちサポスタッフとゆるりと体験してみませんか？

まちサポ主催イベントに関してのお申込み・お問合せは
益城町まちづくり活動支援センター ☎０９６－２８７－１６１１ まで

まちサポ
ラック
情報

益城町集落部
＼ひみつの／楽しみかた読本

（飯野・福田・津森）

まちサポリーフレット

益城町の集落部の「ひ
みつ」をのぞいてみま
せんか？

まちサポのリーフレッ
トが完成しました！ご
自由にお取りくださ
い！



復興まちづくりセンター 『にじいろ』

コワーキングスペース 『Ｃonnet（コネット）』

名前の由来は？

繋がり（Connect）から来てい
て、この場からたくさんの繋が
りが生まれて欲しいという願い
と、網（Net）を掛け合わせて
Connet」になりました。

「にじいろ」への想い
雨の後に虹がかかるように、2016年熊

本地震からの復興への希望という想いと、
熊本地震の2016は「にじいろ」と呼ぶこ
とができ、熊本地震を忘れないという記
憶の継承の意味も込められています。

建築中の益城町新庁舎の南側に、益城町復興まちづくりセンター、
愛称「にじいろ」が完成し、4月1日（金）から利用開始になりまし
た。
気軽に集える住民活動と交流の場・熊本地震の記憶の継承の場・

災害に備える場として活用できます。
会議室や多目的室は、地域活性化を目的としたイベント、集会、

展示会等の催しを行う場合に使用する際は、事前に許可を得ること
で、施設の全部または一部を独占して使用できます。
また、スペースや会議室は空いていれば、自由に使うことができ、

飲食も可能です。ストリートピアノは誰でも弾くことができます。
さらに、南側にはバスターミナルが完成の予定で、待ち合わせたり、
遊んだり、屋根のある公園と思って自由に使って欲しい、とのこと
です。
【開館時間】午前9時～午後10時
【休館日】月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

年末年始（12月28日～翌年1月4日）
【問合せ】TEL:096-284-1711

木山横町線沿いの、みんなの家を利用して作られた建物に、コワーキン
グスペース『コネット』ができました。お仕事、会議、勉強、雑談、読書
等、好きな時にやりたいことをやれる場所として使えます。
大学生・一般は有料ですが、中学生・高校生は無料です。ドリンクバー、

Ｗi-Ｆiは使い放題。急な資料の印刷等に印刷機も使うことができます。
テレワークにも最適です。（但し、印刷機のみの使用は不可）
【開館時間】午前11時～午後10時（無休、年末年始は未定）
【問合せ】 TEL:090-6513-5710

熊本地震を忘れないように
スタッフの益城町地域おこし協力隊

吉海さん 中村さん

靴を脱いでくつろげるスペース 未来のピアニストが誕生するかも？

益城の新しい施設を紹介①

益城の新しい施設を紹介②
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「福幸祭」 にお邪魔しました。

マルシェ

ライブ

ダンス

【日時】 4月16日（土）午前11時～
【会場】 九州ラーメン党・多目的ホール
【主催】 NPO法人ボランティア仲間九州ラーメン党

お楽しみマルシェ

樋口了一 ポストマンライブ

手話ダンス（日本手話ダンスクラブひかり）

熊本地震の翌年から「復興」と「幸福」を祈って
毎年この時期に行っていましたが、コロナ拡大のた
め、3年ぶりの開催になりました。
代表の濱田龍郎さんは、種子島の西之表市出身で、

平成元年にNPO法人ボランティア仲間九州ラーメン
党を設立し、現在、夢実行塾（塾長）、そよかぜ福
祉作業所・そよかぜショップ(代表世話人)を運営さ
れています。阪神淡路大震災をはじめ、東日本大震
災では何度も炊き出し隊を結成して赴き、熊本地震
では、民間ボランティアセンターを開設して支援を
行いました。今後、多目的ホールはみんなのために
建てたので、イベントやコンサートでどんどん利用
してほしいとのことです。
〒861-2235 熊本県上益城郡益城町福富772 
NPO九州ラーメン党 (096)287-8223 

熊本市出身のシンガーソングライター・樋口了一さんは、濱田代表と以前からの友人で、「福幸祭」の第一回
目から出演されています。
樋口さんは1993年にメジャーデビューし、2009年には『手紙〜親愛なる子供たちへ〜』で日本レコード日本有

線大賞有線音楽優秀賞を受賞されました。HTB（北海道テレビ）の番組『水曜どうでしょう』シリーズのテーマ
ソング、『1/6の夢旅人』他、多くの歌手の方に楽曲を提供されています。
濱田代表とのトークでは、熊本地震の時、大変だったけど、実は二人とも気づかず寝ていたという話や、『水

曜どうでしょう』の大泉洋さんはじめ、チームナックスの素顔の話で盛り上がりました。
樋口さんは、現在難病を患っていらっしゃいますが、澄んだ声と心にしみる曲で観客を魅了。最後は、熊本地

震復興ソング『小さき花の歌』（濱田代表作詞、樋口了一作曲）を、そよかぜ福祉作業所のメンバーと一緒に合
唱しました！

熊本市内で活動をされている手話ダンスの団体で、濱田代表と親交があり出演されています。
『瀬戸の花嫁』や、『365日の紙飛行機』等、手話を交えながら表情も豊かで、『おもいで宝箱』では、そよ
かぜ福祉作業所のメンバーも加わって楽しみました。

ボランティアの方たちが作られた焼きそばや益城産
とりたて野菜、九州ラーメン党の名物『ボランティア
ラーメン』が販売されていました。
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益城が拠点の活動を紹介①



『ふれあい春祭り』

益城が拠点の活動を紹介②

にお邪魔しました。

グリーンコープ『元気カーの買物支援(寺中地区)』

益城で行われている支援を紹介
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3月26日（土）、災害公営住宅広崎第3団地で『ふれあい春祭り』
が開催されました。「コロナでなかなか顔合わせができなかったが、
1年の区切りとしてみんなでふれあえる場所を作りたい」という団地
長の荒瀬さんの思いをきっかけに、「地域の方に元気を届けたい」
と様々な団体が集まりました。

水害で被災した写真の洗浄を行うボランティア
団体によるコーナー。シンプルな操作で、簡単
に缶バッジを作ることができます。人吉をPRす
るデザインの他、スイカなど益城バージョンの
特別デザインもありました！缶バッジには団体
の活動について知ることができるQRコードが同
封されていました。

あらいぐま人吉（缶バッジ作り、缶バッジの販売）

おひさま食堂（豚汁の販売）

広崎第3団地を拠点に毎月『こ
ども食堂』を行っているみな
さん。「参加者にあたたかい
食べ物を提供したい」と販売
された豚汁は、イベントの前
日から準備をされたそうです。

移動図書館（たこ焼きの販売）

木山仮設団地で行われている『移動
図書館』とその利用者の皆さんによ
るコーナー。移動図書館の他、同じ
木山仮設団地にて、こども食堂もさ
れているとのこと。たこ焼きを求め
長蛇の列ができていました！

和太鼓チームHANASAKUMURA（太鼓の演奏、ワークショップ）

植木を拠点に演奏活動や太鼓
教室などを行っているチーム。
この日は学生メンバーによる
演奏が行われました。震災前
から益城の保育園でも教室を
されているそうです！

グリーンコープ（巻き寿司、唐揚げ、焼きそばの販売）

グリーンコープのコーナー。
焼きそばの美味しさにリピー
ト買いをされる方も！災害支
援センターでは今年の3月から
買物支援が始まりました。

3月16日より、グリーンコープの災害支援センターによる買物支援が寺中地
区にて開始しました。日程は毎週水曜日の午後2時50分頃から約20分間。元々
は災害公営住宅が対象でしたが、住民の方の「近くにスーパーがなく買い物
に行くのが難しい」という声が繋がり、地域での支援が実現。寺中の他、上
小谷でも毎週水曜日の午後2時20分頃から約20分間行われています。
車内では菓子類や冷凍・冷蔵食品、野菜等、様々な食材が販売されており、

地域のニーズに合わせて品物の種類や数を調整しているとのこと。米などの
重い物の購入等、必要な時には購入品を家まで運ぶお手伝いもされているそうです。
「家で切らしてはいけないものは毎週頼んでいます。運転ができず困っていたので、ありがたいと思いなが

らいつも買い物しています。」と利用者も喜ばれている様子。音楽とともに元気カーが到着すると住民の方が
集まり、買い物だけではなく交流の場にもなっているようでした。



益城町木山594番地

welfare.or.jp/

助成金情報

大同生命厚生事業団

公益財団法人都市緑化機構
シニア（年齢 満60歳以上）のボランティア

活動を支援することにより、シニアのボラン
ティア活動の振興と社会福祉の向上に寄与す
ることを目的とする。

ビジネスパーソンボランティア活動助成

シニアボランティア活動助成

【助成趣旨】

1.高齢者福祉に関するボランティア活動
2.障がい者福祉に関するボランティア活動
3.子ども（高校生まで）の健全な心を育て交

流ボランティア活動

【活動テーマ】

【締切】

公益財団法人 大同生命厚生事業団 事務局
〒550-0002 大阪市西区江戸堀1丁目2番1号

大同生命大阪本社ビル内

TEL:06-6447-7101 FAX:06-6447-7102

令和4年度 益城町にぎわい活性化補助金
（にぎわい活性化事業・中心市街地活性化事業）

【補助対象事業】
①補助対象者自らが主催し、益城町内で実施する事業
であること。

②町のにぎわいづくりに寄与する事業で、特定の受益
者を対象としない事業であること。

③単なる物品販売や営利を目的とする事業でないこと。

①定款、規約、規則等の組織の運営に関する定めを
有していること。（個人を除く。）

②補助金の交付にかかわらず、3年以上活動を継続で
きる団体であること。

③益城町のにぎわいづくりに資する活動を行う個人、
法人又は団体であること。

④町税を滞納していないこと。
⑤許認可等が必要な事業にあっては、許認可等を取
得していること又は見込みがあること。

⑥申請しようとする事業において、この要綱に定め
る補助金以外の公的な支援を国、県等から受けてい
ないこと。

⑦補助金に係る活動の透明性及びその活動周知のた
め、活動内容等の公表に賛同できる団体であること。

【補助対象者】

【補助率・補助金額】
補助対象経費の3分の2以内で、上限100万円

【補助対象経費】
①報償費・講師等への謝礼金・専門的技能を有する協
力者等への謝礼金

②旅費・講師等への実費弁償・打合せ等の当該事業に
係る旅費

③当該事業に必要な消耗品費
④食糧費・当該事業実施に必要不可欠と認められる費
用（申請団体所属スタッフ弁当代は除く）

⑤役務費・郵送代、保険料、各種手数料
⑥印刷製本費・チラシ、ポスター等の印刷製費
⑦使用料及び賃借料・施設会場の使用料・備品借上
料・著作権料

⑧その他・町長が適当と認めるもの

【問合せ】

益城町産業振興課商工観光係
益城町木山594番地 TEL:096-289-8307

5月13日（金）

『緑の市民協働部門』 主に市民団体
『緑の事業活動部門』 主に民間事業者
『緑のまちづくり部門』主に市区町村

6月30日(木)

公益財団法人 都市緑化機構
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-4 田村ビル2階
TEL:03-5216-7191 FAX:03-5216-7195

【締切】

【問合せ】

https://www.urbangreen.or.jp

明日の緑豊かな都市づくり・まちづくりを目指し、緑の保
全・創出活動に卓越した成果をあげている市民活動団体、企
業および公共団体等を顕彰し、これにより広くの都市の緑化
推進、緑の保全による快適で地球にやさしい生活環境を創出
することを目的とする。

https://www.daido-life-welfare.or.jp

益城町や民間企業で募集している助成金情報をご紹介します。
詳細は電話かHPで確認してください。

ビジネスパーソンのボランティア活動を支
援することにより、ビジネスパーソンのボラ
ンティア活動の振興と社会福祉の向上に寄与
することを目的とする。
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第42回 緑の都市賞

【応募対象】

【表彰】
内閣総理大臣賞
国土交通大臣賞
都市緑化機構会長賞
第一生命財団賞
奨励賞

賞状、副賞及び活動助成金（20万円）※1
賞状、副賞及び活動助成金（15万円）※1
賞状及び活動助成金（10万円）※1
賞状及び活動助成金（10万円）※1
賞状及び活動助成金（5万円）※1

※1は、『緑の市民協働部門』の受賞団体のみを対象

【助成趣旨】

5月25日(水)

【問合せ】

【締切】

https://www.urbangreen.or.jp/


益城町まちづくり活動支援センター まちサポ
〒861-2242  熊本県上益城郡益城町木山236
（益城町交流情報センター・ミナテラス内）

開館時間／午前9時～午後10時（午後6時以降の利用がない場合は6時まで） 窓口受付時間／午前9時～午後6時
休館日／月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日）・年末年始 業務受託管理者／株式会社 熊本シティエフエム

情報提供お待ちしています！

まちサポでは皆様からの様々な情報を募集しています。

●団体の活動情報・イベント情報

●会員募集

●みんなに広めたい益城町の良いところ・・・など

まちサポ通信に載せてほしい！と思う情報がありましたら、お気軽にまちサポまで☆★

☎ たくさんの情報お待ちしております！☎

登録情報の確認・更新のお願い
団体・個人の登録情報に変更がありましたら、窓口にて登録変更の届
出をお願いいたします。
●名称 ●代表者氏名 ●連絡者氏名 ●事務所住所
●連絡先（電話番号、FAX、携帯番号、メールアドレス） ●組織形態

施設の利用について
【印刷機】無料 1原稿20枚以上
※用紙は利用者様持込み。登録団体活動上使用する印刷のみ。
【コピー機】モノクロ：10円／枚 カラー：30円／枚
【ロッカー】6カ月につき600円
※使用期間が6カ月未満の場合は、6カ月に切上げ。お支払いはミ
ナテラス窓口まで。

新型コロナウイルス感染拡大防止へのご協力のお願い
利用者の皆様にはご不便をおかけしますが、下記の利用条件等を守りご利用いただきますようお願いいたします。
・マスクの着用、咳エチケット、手指の消毒、手洗いなど。

・ご利用の人数は９人以下、利用者全員の連絡先の把握。
・三密（密閉、密集、密接）を避け、可能な限り短時間での利用。

まちサポでは登録団体が作成したＣＤやＤＶＤを無料配布しています！
ご希望の方は、お気軽にまちサポ窓口までお声掛けください☆★

【写真】 みゆき＆オートルズ

『益城ふれあい音頭』

・益城ふれあい音頭

・仙酔峡の想い出

フェイスブックLINE

まちサポ通信を設置していただける店舗を募集しています！ご希望の方はまちサポまで！

生放送番組『校区のチカラ』内
まちサポコーナー

『ラジオでまちサポ通信』

まちサポの登録団体情報や益城が拠
点の活動情報をお届けします！

毎月 第1金曜日 13時～

ラジオ放送情報

聴取方法

FM79.1MHzまたは

https://fm791.jp/にアクセス
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